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２月定例会は２９日に開会し、３月２３日に閉会しました。当初予算９件、補正予算８件、条例１９

件、一般８件、人事４件の計４８議案をすべて可決・同意しました。

また、「少年スポーツのあり方」に関する決議を可決しました。（決議文は１４ページ掲載）

平成２８年度の一般会計当初予算は前年度に比べ２４億円増の９４８億円となりました。

平成28年度の重点政策
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平成 28 年度の予算総額

＋９,８００万円（＋ 3.4％)

１億１,８００万円

３０億１,６００万円

国民健康保険診療所

後期高齢者医療

国民健康保険

＋２億１,２００万円（＋11.9％)

△３億４,４００万円（△ 2.4％)

＋５００万円（＋38.5％)

△６,１００万円（△ 1.0％)

＋１億６,０００万円（＋13.4％)

△６億３,６００万円（△ 2.0％)

＋２４億円（＋ 2.6％)

増 減（前年度比）予 算 額

１９億９,９００万円富士大和温泉病院事業

下水道事業

工業用水道事業

水道事業

自動車運送事業
(市営バス)

＋２,４００万円（＋25.5％)

１ 経済の活力と安定した雇用の創出

２ 市内への人の流れの創出

３ 子どもを産み育てやすい環境の創出

４ 利便性が高く、持続可能な地域社会の創出

◆国においては平成２０年から人口減少社会を迎えており、市場規模の縮小や労働人口の減少

などによる経済の停滞をはじめ、社会全体への影響が懸念されている。

◆政府は、「まち」、「ひと」、「しごと」の創生と好循環の確立を目指し、地方創生を政策の柱

にしている。経済成長の推進力として、地方創生の更なる後押しとなる対策を進めている。

◆本市においては、国の動きに呼応して、※人口減少に向き合い、対応していくため、昨年

１０月に「佐賀市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」を策定している。

※現在の出生率が続けば、２０６０年、人口は１５万人まで減少と予測

背 景背 景

※端数処理のため、増減率が一致しない場合があります。
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平成28年度当初予算一般会計の状況平成28年度当初予算一般会計の状況

※端数処理のため構成比が一致しない場合があります。

【歳入】

≪款　別≫ ≪性質別≫

〔歳入総額　948億円〕

【歳出】 〔歳出総額　948億円〕

その他
1.1%
（875）

市税
31.0%

（29,409）

国・県支出金
25.2%

（23,931）

地方交付税
20.1%

（19,100）

市債
10.7%

（10,107）

諸収入
2.5%

（2,401）

地方消費税交付金
4.5%

（4,290）

繰入金
1.4%

（1,311）
使用料及び手数料

1.7%
（1,645）

地方譲与税
0.7%
（672）

分担金及び負担金
1.1%

（1,059）

その他
1.4%

（1,295）
維持補修費
2.7%

（2,533）

扶助費
25.6%

（24,288）

人件費
14.1%

（13,398）
繰出金
12.3%

（11,645）

公債費
10.6%

（10,074）

投資的経費
13.8%

（13,082）

物件費
10.8%

（10,243）

補助費等
8.7%

（8,242）

農林水産業費
3.9%

（3,684）

議会費
0.6%
（587） その他

0.2%
（289）

消防費
3.7%

（3,490）

商工費
3.9%

（3,677）

土木費
7.6%

（7,179）

教育費
10.8%

（10,233）

衛生費
9.6%

（9,066）

民生費
39.9%

（37,808）

（単位：百万円）

公債費
10.6%

（10,062）

総務費
9.2%

（8,725）


